
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和
れいわ

8年
ねん

(2026年
ねん

)2月
がつ

 

招提
しょうだい

学校
がっこう

給食
きゅうしょく

共同
きょうどう

調理場
ちょうりじょう

 

 
 ※おうちの人ひとと一緒いっしょ

に読
よ

みましょう。 

   《材料
ざいりょう

（5人分
にんぶん

）》 

・ぶり（角切
か く ぎ

り）・・・・・・・・・・・・100 g
グラム

  ・うすくち醤油
しょうゆ

・・・・・・小
こ

さじ１ 

・料理
り ょ う り

酒
しゅ

・・・・・・・・・・・・・・・・・ 2.5 g
グラム

  ・みそ・・・・・・・・・・・・ 大
おお

さじ１ 

・玉
たま

ねぎ（うす切
ぎ

り）・・・・・・・・ 150 g
グラム

  ・塩
しお

・・・・・・・・・・・・・・ 少々
しょうしょう

 

・人参
にんじん

（いちょう切
ぎ

り）・・・・・・・・75 g
グラム

  ・こしょう・・・・・・・・・・ 少々
しょうしょう

 

・じゃがいも（角切
か く ぎ

り）・・・・・・ １00 g
グラム

  ・油
あぶら

・・・・・・・・・・・・・  適量
てきりょう

 

・ブロッコリー（子房
こ ふ さ

）・・・・・・・ 75 g
グラム

 

・豆乳
とうにゅう

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 175 g
グラム

 

・米
こめ

粉
こ

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・大
おお

さじ１ 

・出汁
だ し

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 250 g
グラム

 

 

寒い
さむ   

冬
ふゆ

もへっちゃら！？心
こころ

も体
からだ

もあったまる和風
わ ふ う

シチュー～給 食
きゅうしょく

のこんだてより～ 

《作
つく

り方
かた

》 

①鍋
なべ

に油
あぶら

を入れ
い  

、玉
たま

ねぎをよく炒めて
い た     

、 

人参
にんじん

を入
い

れ塩
しお

こしょうをする。 

②ぶりに酒
さけ

をふり、焼く
や  

かゆがいておく。 

③①に出汁
だ し

を入れ
い  

、沸騰
ふっとう

したらあくを取り
と  

、 

じゃがいもを入
い

れる。 

④水溶
み ず と

き米
こめ

粉
こ

を入れて
い   

、よく煮込
に こ

む。 

⑤豆乳
とうにゅう

、みそを入れ
い  

、②のぶりとブロッコリーを 

入れて
い   

煮
に

る。 

⑥うすくち醤油
しょうゆ

を入れて
い   

完成
かんせい

。 

※給食
きゅうしょく

の量
りょう

を基準
きじゅん

にしていますので、 

家庭
かてい

で調理
ちょうり

する時
とき

は調整
ちょうせい

してください。 

令和
れいわ

７年度
ね ん ど

枚方市
ひらかたし

学校
がっこう

給食
きゅうしょく

コンテスト入賞
にゅうしょう

作品
さくひん

です。 

さだ東
ひがし

小学校
しょうがっこう

の児童
じ ど う

の入賞
にゅうしょう

作品
さくひん

が給食
きゅうしょく

で登場
とうじょう

します。 

冬
ふゆ

が旬
しゅん

の食材
しょくざい

のぶりを和風
わ ふ う

に味付け
あ じ つ    

し、ご飯
   はん

が進む
すす    

ように考
かんが

えてくれました。 

５
いつ

日
か

（木
もく

）に登場
とうじょう

します！ 

立
りっ

春
しゅん

の前
ぜん

日
じつ

に当
あ

たる節
せつ

分
ぶん

には、古
ふる

くから、豆
まめ

まきをしたり、ヒイラギイワシ（ヤイカガシ）を玄
げん

関
かん

に飾
かざ

ったりして、 病
びょう

気
き

や災
さい

難
なん

を起
お

こす“鬼
おに

（邪
じゃ

気
き

）”を追
お

い払
はら

い、１年
ねん

の無
ぶ

事
じ

や幸
こう

福
ふく

を願
ねが

う風
ふう

習
しゅう

があります。最
さい

近
きん

では、「恵
え

方
ほう

巻
ま

き」が店
てん

頭
とう

をにぎわすようになりましたが、もともと全
ぜん

国
こく

的
てき

な風
ふう

習
しゅう

ではなく、江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

に大
おお

阪
さか

の商
しょう

人
にん

が商
しょう

売
ばい

繁
はん

盛
じょう

祈
き

願
がん

のために 行
おこな

っていた風
ふう

習
しゅう

が始
はじ

まりとさ

れています。（※諸説
しょせつ

あります） 

大
だい

豆
ず

をいったもの。豆
まめ

まきに使
つか

うほか、自
じ

分
ぶん

の年
ねん

齢
れい

の数
かず

、または

年
ねん

齢
れい

の数
かず

＋１個
こ

食
た

べて、１年
ねん

の幸
こう

福
ふく

を願
ねが

います。大
だい

豆
ず

の代
か

わりに落
らっ

花
か

生
せい

を使
つか

う地
ち

域
いき

もあります。 

 太
ふと

巻
ま

きずし。その年
とし

の歳
とし

神
がみ

様
さま

がいるとされる“恵
え

方
ほう

”

を向
む

き、願
ねが

い事
ごと

を思
おも

い浮
う

か

べながら、無
む

言
ごん

で丸
まる

かじりし

ます。 

よくかんで 

食
た

べよう！ 

２０２６年
ねん

の 

恵
え

方
ほう

は 

「南
なん

南
なん

東
とう

」 

 


